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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。)	 
	 

本研究では、既存の海洋の栄養塩観測値をベースに、簡便でかつ高確度に海洋の人間活動起源の窒

素負荷量を求めることが可能な新規定量法を提案・検証し、北太平洋に適用することで、アジア周辺

諸国からの人間活動起源窒素負荷量の動態解明の研究を行った。	 

本研究では、人間活動起源の窒素負荷量の定量法として以下の方法を開発した。	 

	 

Nanth	 =	 R(N/P)	 ·	 Pobs	 -	 R(N/AOU)	 ·	 AOUobs	 -	 Npre	 	 

	 

ここで R(N/P),	 R(N/AOU),	 Pobs,	 AOUobs,	 Npreはそれぞれ、海水中の硝酸とリン酸の化学量論比、窒素と酸素

消費量(A0U)の化学量論比(=16/170)、リン酸観測値、AOU 観測値、海洋深層から表層に供給される窒

素の初期値である。この方法の妥当性を検証した結果、Nanth の検出限界は 0.5μmol/L であり、海洋中

の人間活動起源窒素を見積るには十分であることがわかった。	 

この方法を、発展著しい中国・ロシアの経済活動を受けやすいアムール川流域・オホーツク海に適

用した。その Nanth濃度は 1-2	 μmo/L 程度であり、1993 年から 2006 年までの Nanth濃度の時系列比較を

行ったところ、2006 年における Nanth濃度は、27.0	 σθ(水深 500m)以浅で 1993 年の 10 倍以上に増加

していた。さらに、1993 年から 2006 年までの Nanthの全水柱存在量で比較すると、1993 年から 2006

年にわたる 13 年間で 3.7 倍の増加で、年率 11％で Nanthが増加していた。過去 20 年間の全球平均の Nanth

水柱存在量の増加が年率 0.1％であること、また、オホーツク海の海水の平均滞留時間が数年以内で

あることを考慮すると、近年、オホーツク海へは人間活動起源窒素が大量に供給（流入）されており、

さらに、これが北太平洋へ数年で流れ出ていることが示唆された。	 
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欧文概要 ＥＺ	 
	 

By applying new method for estimating oceanic anthropogenic fixed nitrogen (Nanth) to three re-observation	 data 
set from 1993 to 2006 in the Okhotsk Sea, we found the decadal time evolution of Nanth in this region. The 
spatiotemporal distribution of Nanth above 27.0 σθ (ca. 500 m depth) in 2006 increased by ten times of 1993, 
especially, north of 52 oN with the Amur River. The annual mean increasing rate of Nanth above 27.6 σθ  (ca. 1500 m 
depth) where we found the change of Nanth in this region reached 11 % year−1, which was remarkably larger than the 
average value over the global ocean with 0.1 % year−1. Considering the residence time of the Okhotsk surface and 
intermediate waters to be within several years, we concluded that the massive supply of Nanth from the Amur River 
and/or the atmosphere to this region would alter the ocean biogeochemical cycles over the North Pacific.  
	 

	 


